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観光目的で訪日する外国人は年々増加し、過ごし方も多様化している。そんな中、一番の問題点は依然として宿泊施設の不足だ。それに加えてここ数年は、一般的な宿泊施設とは異なる「魅力的な滞在先」を求める声が、顧客から多く寄せられている。
インバウンド事業部では、この要望に応える企画として、『ホームステイ型観光プラン』を立案。京都市内の民泊10軒をホストファミリーとして確保し、2017年7月より試験運用を実施している。
モニターは、アジア、ヨーロッパ、北米の7カ国に絞って募集し、4か月間で72人の参加者を得た。試験運用は継続中だが、現状の課題と今後の展望を見据えるため、ここに7月から10月までの中間報告を行う。

目標を大きく下回った満足度
今回の試験運用は4泊5日の滞在を基本とし、終了後、モニターにアンケートと面接の調査を行った。その結果、「満足」「まあまあ満足」を合計した満足度は52%で、事前の目標70%を大きく下回った。特に「満足」と答えたモニターは17%に留まり、プランそのものの見直しが必要な状況だ。
問題はどこにあり、解決策は何か。モニター調査の各データを分析しながら考察していく。
アジアは集中型、ヨーロッパは分散型
[bookmark: _GoBack]訪日時期は、モニターの希望に沿って決定した。月別では10月が最も多い。これは中国の祝日「国慶節」から続く8連休に、中国からの来訪者が集中したためだ。ホームステイ型を選択するアジアの旅行者は祝日にとらわれないのではないか、との見込みもあったが、通常のツアーと同じ結果となった。
ヨーロッパの旅行者は各月にバランスよく分散しており、北米の旅行者は8月に最も多くなっている。これも通常のツアーと変わらない傾向だ。ホームステイ型観光プランに特有の訪問時期は確認されなかった。
ホスピタリティの向上が急務
ホストファミリーとなった10軒は、いずれも自宅の一室を旅行者に提供している民泊施設。ただ、旅行者と積極的に交流してきた経営者は少ない。そこで試験運用の前に、ホームステイ型観光についての研修を行った。また7月最初の宿泊は在日外国人のモニターに依頼し、リハーサルと最終チェックを行った。
実際に旅行者を迎えてみると、当然ながら多くのトラブルがあった。特に、ホスト側に問題点が多く見つかった。旅行者にホームステイ型のメリットを実感してもらうには、ホストファミリーの役割は大きい。研修内容の見直しなど、ホスピタリティを向上させる工夫が急務だ。
